
第１８号様式の２（第１０条関係）
平成○年○月○日　
○○保健所長　様
開設者　住所（法人のときは、主たる事務所の所在地）　　　
○○市○○町○丁目○番○号　　　　　　　
氏名（法人のときは、名称及び代表者の職・氏名）　
医療法人○○会　理事長○○○○　㊞　　　
印
 eq \o\ad(検査結果届出書,　　　　　　　　　　　　　　　)検査結果届出書
医療法施行細則第３条の規定により自主検査を実施したので、次のとおり届け出ます。
	検査実施者の職・氏名
	印　○○病院　医事課長△△△△　㊞

	検査実施年月日
	平成○年○月○日

	基礎となる許可（届出）の年月日及び番号
	平成△年△月△日付け△高医療第△号
（　年　月　日付け　　に係る開設（変更）届）

	検査実施項目及び検査結果
	診察室
診療科ごとに専用であることを、図面との突合等により確認する。
（医療法第２１条、施行規則第２０条第１項）
	検査結果

	
	
	適

	
	
	図面照合

	
	
	適

	
	１階外来廊下
片側…内法による測定で１．９ｍ以上となっている。
両側…内法による測定で２．２ｍ以上となっている。
（医療法施行規則第１６条第１項第１１号）
	検査結果

	
	
	適

	
	
	図面照合

	
	
	適

	
	
	検査結果

	
	
	

	
	
	図面照合

	
	
	

	備考
	


備考　１　この届出書は、医療法第27条の検査について、自主検査を希望する場合に、別記第17号様式又は別記第18号様式による使用許可証交付申請書（以下「使用許可証交付申請書」という。）に添えてください。
　なお、自主検査によることができる項目については、軽微な変更等の場合に限られます（例えば、病室、手術室又は診療用放射線に関する構造設備を変更する場合は、自主検査によることができません。）。
　また、一の使用許可証交付申請書に係る変更項目のうち、一部のみを自主検査によることはできません。
２　「検査実施項目及び検査結果」欄は、変更する構造設備ごとに記載してください。当該欄に掲げた各構造設備について、現状が使用許可証交付申請書に添えた図面と同じであることが必要です。図面と相違ないことを確認して、「図面照合」欄に「適」と記載してください。
　「検査結果」欄は、それぞれの検査結果について、医療法及び医療法施行規則に規定する構造設備の基準（以下「構造設備の基準」という。）に適合していれば、「適」と記載してください。
　なお、記載欄が不足する場合は、複数ページにわたって記載してください。
３　開設者が変更されることに伴い、形式的に新規開設となる場合については、「備考」欄に「必要な基準を満たし、実際に使用可能な状態にあることを確認した。」と記載してください。
４　使用許可証を交付した後に、構造設備の基準に違反する事実が判明した場合は、速やかな是正を求めること及び必要なときは、医療法第24条第１項の規定に基づき当該施設の使用の制限等の措置がとられることがあります。
《 記 入 例 》
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